
（別紙３）

〜 2026年3⽉7⽇

（対象者数） 64 （回答者数） 38

〜 2026年3⽉7⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

セラピスト個⼈の感覚に依存しがちな即興アプローチの質
を均⼀に保ち、組織全体の強みとして深化させるため、定
期的な録画ケーススタディやスーパービジョン(外部助⾔・
指導)の機会をさらに充実させ、⽀援技術の相互向上を図っ
ていく。

2

⾃所の視点にとどまらず、先進的な取り組みを⾏う他事業
所や、障害福祉の枠を超えた他分野のクリエイティブな空
間デザイン、環境設定を積極的に学んでいきたい。そこで
得た知⾒や優れた⼯夫を柔軟に取り⼊れることで、⼦ども
たちがより主体的に選択し、表現を深められる環境へと常
にアップデートを図っていく。

3

昨年度の⼿応えをもとに、ドラムサークルや制作ワーク
ショップの定期開催化を進め、地域におけるインクルーシ
ブな「定番の場」として定着を図っていく。また、⼦ども
のニーズをリサーチしながら、新たな表現テーマ(デジタル
要素の融合など)の導⼊も検討していきたい。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

録画映像を⽤いた定期的な振り返りにより、⼦どもの微細
なサインへの反応や即興アプローチの意図をチームで⾔語
化していく。さらに、ハプニングを主体的表現へ導いた事
例をエピソード集として蓄積・共有することで、スタッフ
の職種や経験を問わず、現場での柔軟な対応⼒を均⼀に底
上げしていく。

2

個別対応の丁寧さを維持しつつ全体周知を徹底するため、
個⼈の報告と全体広報の配信ルートを明確に分離する。保
護者の負担を軽減するテンプレートの導⼊や視覚的な(写
真・図解を⽤いた)発信へのシフトを進め、多忙な家庭でも
タイムリーに必要な情報を受け取れる、効率的かつ温かみ
のある広報体制を構築していく。

3

即興演奏（インプロヴィゼーション）を中⼼とした「主体
的・⾃発的な⾃⼰表現」の引き出す個別・グループの⾳楽療
法を提供していること。
また、⾳楽療法の専⾨性を持ったスタッフがいること。

あらかじめ⽤意した枠組み(楽譜やルール)に⼦どもを合わせ
るのではなく、⼦どもが鳴らした⼀⾳、⼩さな動き、表情の
変化をセラピストが鋭敏にキャッチし、即興の⾳楽で寄り添
い、応答することを徹底している。
「正しく演奏すること」ではなく、「今、その⼦が鳴らした
い⾳」を肯定的に受け⽌めることで、「ここでは何を表現し
ても受け⼊れられる」という絶対的な安⼼感の構築を意識し
ている。

「⼦どもが主⼈公のクリエイティブプレイス」というビジョ
ンの元、個々の特性に応じたクリエイティブな環境づくりを
⾏なっていること。

個々の発達段階やその時々の状態に合わせた柔軟なプログラ
ム展開により、⼦どもの『やりたい』を引き出す環境を整え
ている。安⼼感が保障された空間のなかで、⼦どもたちが⾃
ら選び、表現を深めていく『主⼈公になれる場』を体現して
いる。

利⽤者以外も参加できる地域開放型の表現ワークショップ
や、親⼦向けのイベントを実践している。障害の有無や所属
を超えて誰もが共に表現を楽しめるインクルーシブな場を創
出し、家庭の対応⼒向上と地域社会との絆づくりを同時に実
現している。

昨年度は、⾳楽による⾮⾔語コミュニケーションを体感する
「ドラムサークル」、⼿指の集中や共通の趣味でつながる
「ガンプラ制作」、⾃由な発想を形にする「制作ワーク
ショップ」など、こどもたちの多様な興味や特性に応じた
テーマを設定した。これにより、障害の有無に関わらず誰も
が参加できる⼯夫を凝らし、⽇常の枠を超えたクリエイティ
ブな体験の場を共有できた。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⾳楽療法(特に即興演奏)やクリエイティブな環境設定は、セ
ラピストや担当スタッフ個⼈の感性や技術に依存しがちにな
るという側⾯があると感じる。

⼦どもの⼀瞬の⾳や動きにその場で応じる「即時性」が求め
られるため、「こう来たら、こう返す」といった⽂字通りの
マニュアルが作りにくいという点がある。

情報発信の仕組み化 (周知の徹底) 対⾯での個別共有を優先しすぎる業務特性があると感じる。

事業所全体の取り組みや保護者の⽅向けのお知らせを全員に
等しく届けるという⼀⻫広報の仕組みづくりが後回しになり
やすい点がある。

2026年2⽉18⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年4⽉28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ⾳楽療法UNICOまつど (児童発達⽀援・放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間 2026年2⽉18⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


